
Title 『本朝続文粋』と『本朝無題詩』
Sub Title
Author 佐藤, 道生(Sato, Michio)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1989

Jtitle 三田國文 No.12 (1989. 12) ,p.10- 14 
JaLC DOI 10.14991/002.19891200-0010
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19891200-0010

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


『本
朝
続
文
粋

』
と

『本
朝
無
題
詩
』

佐

藤

道

生

 

『
本
朝
続
文
粋
』

の
現
存
通
行
本
が
未
定
稿

で
あ
る

こ
と
は
、
山
岸
徳
平
氏

が
作
者
表
記
の
不
統

一
を
理
由

に
指
摘

(「
本
朝
績
文
粋
解
説
」
 
昭
33

・
1
)

し
て
以
来
、
ほ
ぼ
定
説
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ど

の
よ
う
な
事
情

か
ら
草

稿
段
階

の
本
文
が
流
布
し
た

の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
未
だ
議
論
が
な
さ
れ

て
い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

以
下
、

こ
の
点

に
つ
き
些
か
私
見
を
述

べ

て

み

た

い
。

 

『
本
朝
続
文
粋
』
は
、
藤

原
明
衡

の
編
纂

に
よ
る

『
本
朝
文
粋
』

の
後

を
襲

い
、

院
政
期

に
成
立
し
た
模
範

例
文
集

で
あ
る
。
後

一
条
朝

の
寛
仁

二
年

(
一

〇

一
八
)

か
ら
崇
徳
朝

の
保
延

六
年

(
=

四
〇
)

ま
で
の
代
表
的
な
文
章

お

よ
そ

二
百
三
十
篇

を
収
め
る
。
本
書

の
編
纂

は
従

っ
て
保
延
六
年

以
降
に
行
な

わ
れ
た
こ
と

に
な
る
が
、
所
収
作
老

を
物
故
者
に
限

る
と
い
う

『
本
朝
文
粋
』

の
編
纂
方
針

に
本
書
も
倣

っ
た
と
す
れ
ぽ
、
最
も
年
代
的

に
下
る
作
者
、
藤
原

敦
光

(
天
養
元
年

没
)

・
藤

原
資
光

・
菅
原
宣
忠

(後

二
者
は
没
年

未
詳
。
敦

光
よ
り

一
世
代
ほ
ど
若

い
)

の
没
後

と
い
う

こ
と

に
な
る
。
後
白
河
朝
か
ら
二

条
期
に
か
け
て

(
保
元
か
ら
長

寛
ま
で
)

の
頃
と
考
え
る
の
が
妥

当

で

あ

ろ

う
。

 
編

者
は
未
詳

で
あ
る
。
し
か
し
、
所
収
作
者
が
藤
原
式
家

に
偏

っ
て

い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
式
家

の
儒
者

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
明
衡

の
孫
に
当

た
る
有
光
、
永
光
、
成
光

の
あ
た
り
が
編
者
と
し
て
最
も
有
力
と
思
わ
れ
る
。

 
さ
て
、
『
続
文
粋
』
は
、
『文
粋
』

の
続
編
と

い
う
意
識

の
下
に
編
纂

さ
れ
た

に
も
拘

ら
ず
、
『
文
粋
』

の
十
四
巻

に
対
し
て
、

『続
文
粋
』

の
現
存

本
は
十
三

巻

の
体
裁

を
有

し
て
い
る
。
両
者

の
内
容
を
比
較
す

る
と
、
所
収
作

品
数
は
、

『
続
文

粋
』
は

『
文
粋
』
四
百
二
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十
余
篇

の
約
半
数

で
あ
る
が
、

収
め
る
文
体

の
種
類
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ

る
。
両
者

の
最

も
大
き

な
相
違

は
、 

『
文
粋
』
で
は
詩

序
が

四
巻

(
巻

八
～
十

一
)

に

亙

っ
て
収

め
ら
れ
て

い
る
の
に

対
し
て
、 

『
続
文
粋
』
で
は
三

巻

(巻

八
～
十
)
と
、 
一
巻
少

な
く
割

り
当

て
ら
れ
て

い
る
点

で
あ
る
。

こ
れ

を
今
少
し
細
か

く
対

照
さ
せ
た
の
が
左
表
で
あ

参

考

系

図

(

)

(34
) 
 
 

(13
)

明

衡

 

 

 

 

敦

基

ー
内
は
所
収
篇
数

i
令
明
ー

範
明

1
敦
任

f
敦
綱

-
茂
明

一

綿

-

周

光

 

(51
)

敦

光

敦
基
ノ
養
子

ト
ナ
ル

 
有
光

ー
永
光

i

成
光



る

。

本
 
朝
 
文
 
粋

巻
八

(詩
序

一
)

巻
九

(詩
序

二
)

巻
十

(詩
序
三
)

本
 
朝
 
続
 
文
 
粋

巻
十

一
(詩
序
四
)

山 時 天
水 節 象

 時 天
× 節 象

燈 布 別 居 論 祖 人 人 帝
火 畠 業 庭 文 儀 事 倫 道
  }

  居 詠 人 人 帝
× × 庭 史 × 事 倫 道

木 山 法 聖 
寺 会 廟

鳥 草

法 廟
× 会 社

 

(木
)

鳥 草

巻
八

(
詩
序

上
)

一
巻
九

(詩
序
中
)

巻
十

(詩
序
下
)

〈
×
は
上

に
対
応
す

る
部
門
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
示
す
。
〉

 
両
者
を
比
較
す

る
と
、
部
門

と
そ
の
排
列
は
凡
そ

一
致

し
て
い
る
が
、 

『
文

粋
』

に
見
ら
れ
る

「
山
水
」
「租
銭
」
「
山
寺
」
と

い
っ
た
重
要

な
部
門
が

『
続

文
粋
』

に
は
欠
け
て
い
る
。
中

で
も

「
山
寺
」

の
詩
序
が
見
ら
れ

な

い
の
は
極

め
て
不
審
で
あ

る
。

 
平
安
時
代
も
後
期

に
な
る
と
、
儒
者
文
人
を
取
り
ま
く
政
治
的
状

況
は
愈

≧

厳
酷
と
な
り
、
高
位
高
官

へ
の
道
は
全
く
閉

さ
れ

て
し
ま

っ
て

い
た
。
中
下
級

の
文

人
貴
族
た
ち
は
、
庇
護
者
た
る
上
級
貴
族

に
雇
従
し

て
、
そ

の
別
業

を
訪

れ
た
り
、
或
は
同
じ
境
遇

に
あ
る
同
朋
た
ち
と
共

に
京
都
郊
外

に
散
在
す

る
寺

院
を
遊
覧

し
て
、

そ
の
場

で
詩
錘
を
開

き
、
「
言
志
」
詩
、
「
即
事
」
詩
を
賦
す

こ
と
に
よ

っ
て
自
ら
の
不
遇
を
慰

め
、
ひ
と
と
き

の
心
の
安
ら
ぎ

を

得

て

い

た
。
当
時

の
公
家
日
記
を
旙
け
ぽ
、
山
寺

へ
の
散
策
が

い
か
に
頻
繁

に
行
な
わ

れ

て
い
た
か
は
明
白
で
あ
る
。

 
次

に
掲
げ

る
の
は

『
中
右
記
』
嘉
保
三
年

(
一
〇

九
六
)

三
月
十

三
日
条
で

あ

る
。
当
時
正
四
位
下
、
右
中
弁

で
三
十
五
歳

の
藤

原
宗
忠

は
、
前

々
か
ら

の

約
束
が
あ

っ
た
の
で
、
源
成
宗
、
藤
原
基
俊
、
藤
原
敦
宗
、
平
時
範

ら
を
語
ら

っ
て
円
融
院

へ
花
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

 
 
午
時
許
り
に
円
融
院
南
廊
に
行
き

て
残
花
を
見
る
。
時
に
仏

閣
漸

く
に
荒

 
 
れ
、
禅
庭

に
花
残

る
。
懐
旧

の
涙
自
ら

に
行
衣
を
需
す
。
人

々
、

一
絶
句

 
 

を
賦

せ
ん
が
為

に
、
題

・
無
題
を
愈
議
す

る
の
間
、
天
景
漸
く

に
傾
き
、

 
 

巳
に
申
時
に
及
ぶ
。
無
題
を
賦
す
可
き

の
由
、
議

し
了

ん
ぬ
る
間
、
右
京

 
 
権

大
夫
敦
基
朝
臣
、
同
舎
弟
図
書
助
敦
光
、
給
料
令
明
来
会
す
。
人

々
感

 
 

歎
し
、
手
筥
破
子
を
披
き

て
柳

か
以
て
盃
酌
す
。
月
前

に
詩
成

る
。
之
れ

 
 

を
講
ず

る
に
図
書

助
を
以

て
講
師
と
為
す
。
各
以

て
優
美
な
り
。
前
金
吾

 
 

の
詩
頗

る
華
麗
か
。
深
更

に
及
び

て
帰
洛
す
。 
 
 
 
 
 

(原
漢
文
)

 

こ
の
時

の
敦
基
、
敦
宗
、

敦
光
、
基
俊

の
詩
は

『
本
朝
無
題
詩
』

山
寺
部

に

見

ら
れ
る
。

 

こ
う
し
た
山
寺

に
於
け
る
詩
莚

が
飛
躍
的
な
増
大
を
見

せ
た

の

で

あ

る

か

ら
、
実
用

に
供
す

る
文
章
を
集

め
る
と

い
う

目
的

を
持

っ
た

『
本
朝
続
文
粋
』
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の
詩
序
部

に
は
、

「
山
寺
」

の
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
て
然
る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

事
実

『
続
文
粋
』

に
は
、
例
え
ぽ
当
時

の
和

歌
会

の
盛
行
に
呼
応

し
て
、
和
歌

序
が
十

八
篇
と
、
文
粋

の
十

一
篇

に
比

し
て
か
な
り
の
増
加
を
見
せ
て
収

め
ら

れ
る
な
ど
、
平
安
中
期

か
ら
後
期

に
か
け
て

の
文
体

の
需
要
度

の
増
減
変
化

を

如
実

に
反
映

し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

 

『
続
文
粋
』

の
通
行
本
が
草
稿

段
階

に
あ
る
こ
と
は
冒
頭

に
記
し
た
が
、
如

上
の
理
由

か
ら
、
具
体
的

に
言
え
ぽ
通
行
本
に

「
山
寺
」
な
ど

の
詩
序
が

つ
け

加

え
ら
れ

て
は
じ

め
て
定
稿
本
と
な
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
、

と
想
像

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う
な
推
測

に

つ
い
て
は
、
通
行
本

の
十
三
巻

に
対
し
て
、
 
『
本
朝
書

籍

目
録
』
に
は

「
続
文
粋
 
十
四
巻
」

と
あ
る

こ
と
や
、
醍
醐
寺
所
蔵

の

『
続

文

粋
』

の
抜
萃

本

(願
文
部

の
み
)

に

「
巻
十
四
」

の
表
示
が
あ

る

こ

と

か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

ら
、
そ

の
可
能
性
が
あ

る
程
度
認
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

こ
こ
に
定

稿
本

に
向
け
て
の

一
巻
分

の
増
加
を
想
定
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
詩
序

の
部
で

あ
り
、
詩
序
と

い
う
文
体

の
中

で
は
山
寺
に
於
け
る
も
の
の
需
要
が
当
時
は
最

も
多

か

っ
た
こ
と
か
ら
、
通
行
本
巻
八

の

「
法
会
」

の
次
に
巻

九
と

し
て

一
巻

分

「
山
寺
」

の
部
門
が
立
て
ら
れ
、
以
下

一
巻
ず

つ
巻
次
が
ず

れ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

 

そ
れ

で
は
何
故

「
山
寺
」

の
詩
序
が

『
続
文
粋
』
編
纂

の
過
程
に
於

て
後
ま

で
収
録

さ
れ
ず
、
集
外

に
留
め
置

か
れ
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
稿

者
は
こ
れ

を
、

『
続
文
粋
』
と
時
を
同
じ
く
し
て
行
な
わ
れ
た

『
本
朝
無
題
詩
』
の
編
纂
作
業

と
深

く
関

わ
る
も

の
で
あ

っ
た
と
考

え
た

い
。

二

 

『
本
朝
無
題
詩
』

は
平
安
後
期

の
詩
人
三
十
名

の

「無
題
」

の
詩
七
百
七
十

余
首
を
収

め
た
漢
詩
集

で
あ
る
。
 
「
無
題
」
と
は
、
漢
字
五
字
か
ら
成
る

「
句

題
」
に
対
す

る
語

で
、

五
字
以
外

の
詩
題
を
意
味
す

る
が
、
内
容

的

に

み

る

と
、
句
題
詩

が
題
意

に
沿

っ
て
類

型
的
表
現

に
終
始
す

る
向
き
が
あ

る
の
に
比

し
て
、
無
題
詩
は

「
言
志
」
 
「
即
事
」
を
内
容
と
す
る
も

の
で
、
詩
人

に
と

っ

て
は

か
な
り
自
由
な
物
言

い
が
可
能

と
な

る
。
平
安
後
期

の
詩
人
た

ち
が
連
れ

だ

っ
て
京
都
郊
外

の
寺
院
を
遊
覧
し
、
詩
莚
を
催
す

こ
と

に
よ

っ
て
平
素

の
憂

さ
を
忘
れ

よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
前

に
述
べ
た
。 
『
本
朝
無
題
詩
』

に
は
そ

う
し
た
折

の
も

の
が
極

め
て
多
く
見
ら
れ

る
。
書
中

「
山
寺
」

の
部
門

に
は
、

十
巻
本
で
言
え
ぽ
巻

八
、
九
、
十

の
三
巻

(
約

二
百
六
十
首
)
が
当

て
ら
れ
、

さ
ら

に
他

の
部
門

(
四
季
、
花
下
、
月
前
な
ど
)
に
も
そ
う

し
た
場

で
の
詠
作

が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
合
計
す
れ
ぽ
山
寺

に
於
け
る
詩

は
全
体

の
半
数
以
上

を
占

め
る

の
で
あ
る
。

 
本
書

の
編
纂
時
期

は
、
そ

の
編
纂
下
命
者
と
目
さ
れ
る
藤
原
忠
通

を
集
中

で

は

「
法
性
寺

入
道
殿
下
」
と
表
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
忠
通
の
出
家

し
た
応
保

二
年

(
一
一
六
二
)
六
月
以
降
、
麗
じ
た
長
寛

二
年

(
一
一
六
四
)

二
月
以
前

と
考

え
ら
れ

る
。
そ
し
て
直
接
編
纂
作
業

に
携

っ
た
者
と
し
て
は
、
作

者
及
び

入
集
数

の
点

で
藤
原
式
家
と
そ
の
縁
故
者
に
偏

り
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
式

家

の

儒
者

で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
敦
光

(
六
十

四
首
入
集
)

の
男
、

有

光

、

永

光
、

成
光
、
或

は
茂
明

(
四
十
六
首
入
集
)

の
男
、
敦
周
、
敦
経
あ
た
り
が
有

力
で
あ
ろ
う
。

 

即
ち

『
本
朝
無
題
詩
』
と

『
本
朝
続
文
粋
』
と
は
、
そ

の
編
纂

時
期
が

ほ
ぼ

一
致
し
、
し
か
も
編
纂
老

に
は
共
通

(
或
は
同

一
)

の
人
物
が
想
定
さ
れ

る
の

で
あ
る
。

 

さ
て
、 

『
本
朝
無
題
詩
』

の
現
存
本
は
三
巻

本
と
十
巻
本

の
二
系

統

に
大
き

く
分

か
れ
る
。
両
者

は
外
見
上
、

一12一



①

巻
序

を
異

に
す
る
。

②

十
巻
本

の
方
が
三
巻
本

よ
り
十
二
首

ほ
ど
多

い
。

③

書
名

を
三
巻
本
で
は
欠
く

か
或
は

「
無
題
詩
」
と
す
る
が
、
十
巻
本
で
は

 

「
本
朝
無
題
詩
」
と
す

る
。

な
ど
の
点

で
異
な
る
が
、 
一
方
、 

『本
朝
書
籍
目
録
』

に
は

「
本
朝
無
題
詩

十
二
巻
」

と
著
録
さ
れ
、

こ
れ

は
現
存
本

の
ど
ち
ら
の
系
統

と
も
巻
数

の
上
で

相
違
す

る
。
そ
れ
で
は
現
存
本

と
こ
の
鎌
倉
期

に
は
存
在
し
て

い
た
と
思
わ
れ

る
十

二
巻
本
と
は

一
体
ど

の
よ
う
な
関
係

に
あ

る
の
か
。

こ
れ
に

つ
い
て
稿
者

 

(3
)

は
前
稿

に
於

い
て
、
十

二
巻
本
を
定
稿

本
と
想
定
す
る
立
場
か
ら
、
現
存

二
系

統

の
本
文

を

『
本
朝
無
題
詩
』
編
纂
過

程
に
於
け
る

二
種
類
の
草
稿
本

で
あ
る

と
位
置
づ
け
、
両
系
統

の
本
文
異
同
か
ら
、
十
巻
本
が
三
巻
本

の
修
訂
を
経
た

も

の
で
あ

る
、
と
考
察

し
た
。

 

『
本
朝
無
題
詩
』

の
現
存
本
が
草
稿
段
階
に
止
ま
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
理
由

と
し
て
は
第

一
に
、
「
読
書
」
「
贈
答
」
な
ど

の
、
無
題

の
詩

の
総
集

と
し
て
立
て
ら
れ
て
然

る
べ
き
部
門
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
。
第

二
に
、
詩

の
排

列
に
推
敲
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が
散
見

さ
れ

る
こ
と
等
が

挙

げ

ら

れ

る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
重
視
す

べ
き
は
、
現
存

本
に
詩
序
が

一
篇
も
収
録
さ
れ

て

い
な
い
点

で
あ
る
。

 

本
書
に
先
行
す
る
漢
詩

の
総
集
に
は

『扶

桑
集
』
 
『
本
朝
麗
藻
』
が
現
存
す

る
が
、

敦
れ
も
集
中
に
は
詩

と
と
も
詩
序
を
収

め
て
い
る
。
詩
序

は

そ

の

詩

(
或
は
詩
群
)

の
詠
作
事
情

を
叙
述
す
る
も

の
で
あ

り
、
と
く
に
無
題

の
詩

の

よ
う
に
人
事

を
内
容
と
す

る
も

の
で
あ
る
場
合
、
読
者

に
と

っ
て
詩
序
が
必
要

不
可
欠
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
 
『
本
朝
無
題
詩
』

の
現
存
本

に
詩

序
が
全
く
見
ら
れ
な

い
こ
と
は
、

こ
れ
が
草
稿
段
階

に
あ

る
こ
と
を
示
す
明
徴

で
あ
ろ
う
。

 
藤
原
式
家
は
、
類
聚
を
家
業
と
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
紀
伝
道

に
勢
力
を
伸
長

し
た
儒
家
で
あ

っ
た
。
そ

の

一
つ
の
業
績

と
し
て
、
明
衡

の
代

か
ら
綿

々
と
収

集
し
続
け
て
き

た
詩
会
資
料
を
用

い
て
、
敦
光
は
大
治
年
間

(
一
=

一
六
～

一

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
(4
)

一
三

一
)
頃

に

『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
 
(仮
称
)
を
編
纂
し
た
。

こ
れ

は
現
存
部
分
か
ら
推
測
す
る
に
、
寛
弘

か
ら
大
治
に
至
る
ま

で
に
催
さ
れ
た
詩

会

の
詩
を
網
羅
的

に
集

め
た
も

の
で
あ

る
。

従

っ
て
、

こ

れ

が

『
本
朝
無
題

詩
』
 
(
天
喜
か
ら
保
元

ま
で
の
詩
を
収

め
る
)

の
重
要

な
依
拠
資
料
と
な

っ
た

こ
と
は
確
実

で
あ

る
。
そ
し
て
、
 
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
編
纂

の
際
に

詩
群

か
ら
切
り
離

さ
れ
た
詩
序
を
も
式
家

で
は
類
聚
し
て
い
た

に
相
違
な
く
、

こ
の
詩
序

の
集

大
成

を

『
本
朝
無
題
詩
』

の
編
纂
時
に
編
者
が
活
用

で
き
な
か

っ
た
は
ず
は
な

い
。

 
以
上

の
よ
う
に
、
草
稿

の
十
巻

本
か
ら
定
稿
本

へ
と
進
む

『
本
朝
無
題
詩

』

編
纂

の
最
終
段
階

に
は
、
部
門
と
し
て

「
読
書
」
 
「贈
答
」
な
ど
を
加
え
、
詩

の
排
列
を
整
え
、
詩
序
を
該
当
す

る
詩
群

に
挿
入
し
て
ゆ
く
作
業
が
行
な
わ
れ

た

(
或
は
行
な
わ
れ
る
予
定

で
あ

っ
た
)

と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
中

で
最
も
煩

雑
な
作
業
は
言
う
ま
で
も
な
く
詩
序

の
挿

入
で
あ
り
、

そ
の
大
半
は
山
寺

に
於

け

る
詩
鑓

の
詩
序

で
あ

っ
た
。

結
 
語

 

さ
て
、

こ
こ
で
先
に
提
起
し
た
問
題
ー

『
本
朝
続
文
粋
』

の
通
行
本

に
は

何
故

「
山
寺

」

の
詩
序
が
見
ら
れ
な
い
の
か
ー

に
立
ち
戻
り
た

い
。

 

『
本
朝
続
文
粋

』
と

『
本
朝
無
題
詩
』

と
は
同
じ
藤

原
式
家

の
儒
者

に
よ

っ

て
、
し
か
も
長
寛
年
間
前
後
と

い
う
、
全
く
同
じ
時
期

に
編
纂
が

企

て

ら

れ

た
。
両
者
は
片
や
実

用
例
文
集
、
片
や
漢
詩
集

と
、
互

い
に
性
質

の
異

な
る
書

物

で
あ

っ
た

か
ら
、

そ
の
編
纂
作
業
は
同
時
平
行
し
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
可
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能

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
山
寺

に
於
け

る
詩
会

の
詩
序

を
双

方

と
も

に
収
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と

い
う
唯
だ

一
点

で
、
両
者
は
そ

の
作
業

が
重

な
り
合
う

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ

こ
そ
が

『
本
朝
続
文
粋
』

の
通
行
本

の

詩
序

部
に

「
山
寺
」

の
部
門
が
見
ら
れ
な
い
と

い
う
不
備

の
生
じ
た
事
情

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
依
拠
資
料

を

『
本
朝
続
文
粋
』

と

『
本
朝
無

題
詩
』
の
ど
ち
ら
に
優
先

さ
せ
て
使
用
す

る
か
と

い
う
実
務
上
の
問
題
も
あ

っ

た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ

よ
り
も
編
者
自
身
が
山
寺

に
於
け
る
詩
序

の
有

用
性
を
認
識
し
、
ま
た
、 

『
本
朝
無
題
詩

』
に
入
集

さ
せ
る
作
品
と

の
兼
合

い

を
考
え

つ
つ
、
彪
大
な
資
料

か
ら
ど
れ
を
模
範
的
な
文
章
と
し
て

選

抜

す

る

か
、
と

い
う
点

に
腐
心
し
た
こ
と
が

『
続
文
粋
』

へ
の
入
集
を
遅
ら
せ
る
原
因

と
な

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、 

『
本
朝
続
文
粋
』

は
山
寺

の
詩
序

を
欠

い
た
草
稿

本
の
状
態

の
ま
ま
余

り
に
も
長
く
停
滞
し
て
い
た
た

め
、
そ

の
不
全

本
文
が
図
ら
ず
も
世

に
流
布
し
て
し
ま

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

注1
 
 
『新
撰
朗
詠
集
』

(藤
原
基
俊
撰
。
大
治
～

長
承
頃
成
立
)

の
 
「山
寺
」

の
部
門

 

に
は
十

二
首

の
長
句
詩
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
前
代

の

『和
漢

 

朗
詠
集
』

の
同
部
門

に
は
七
首
が
見
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
両
書

の
同

一
部

門
に
於

 

け
る
摘
句
数
が
全
体

に

一
、

二
首

の
増
減
に
と
ど
ま

る
中

に
あ

っ
て
、
こ
の
五
首

の

 

増
加

は
極
め
て
特
徴
的

で
あ
り
、
院
政
期
に
お
け
る

「山
寺
」

の
意
義
を
自
ず
と
示

 

す
も

の
で
あ
ろ
う
。

2
 

山
崎
誠
氏
は
 
「『本
朝
続
文
粋
』
」

(国
文
学
 
解
釈

と
鑑
賞
 
第
53
巻
第
3
号

 

88

・
3
 

至
文
堂
)
に
於

い
て
、
醍
醐
寺
所
蔵
本

の
存
在

か
ら
十

四
巻
本
が
定
稿
本

 

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の

一
巻
分

の
増
補

に
奏
状

(巻

七
)
と
牒
、
都
状
、

 

定
文
な
ど

(巻

十
二
)

と
が
想
定

で
き
る
と
し
た
。

3
 

拙
稿

「
『本
朝
無
題
詩
』
伝
本
考
」

(和
漢
比
較
文
学
 
第

5
号
 
89

・
11
)
を
参

 

照
さ
れ
た
い
。

4
 

拙
稿

「
『詩

序
集

』
成
立
考
」

(国
語
と
国
文
学
 
第

62
巻
第

12
号
 

85

・
12
)
を

 

参
照
さ
れ
た

い
。

〔附
記
〕

 
本
稿
は
、
第
細
回
慶
応
嚢
塾
国
文
学
研
究
会

(89

・
6

・
17
)
に
於

け
る
同
題

の
口

頭
発
表
の

一
部

で
あ
る
。

席
上
、

御

示
教
を
賜

っ
た

檜
谷
昭
彦
先
生
、

池

田
利
夫
先

生
、
川
村
晃
生
先
生
、
川
上
新

一
郎
先
生

に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
。

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

(さ
と
う
 
み
ち
お
)
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